
東川口病院を受診された患者さんへ 

 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを

希望されない場合は、下記のお問合せ先にご連絡下さい。 

 

課題名 診療情報を用いた大腿骨近位部骨折患者における二次骨

折のリスクに関する研究 

当院の研究責任者（所属） 葛西 雄斗（薬剤科） 

研究者等（所属） 赤沢 学（明治薬科大学公衆衛生・疫学研究室 教授） 

酒井 良子（明治薬科大学公衆衛生・疫学研究室 准教授） 

研究の概要 本研究の目的は、大腿骨近位部骨折で入院した患者のう

ち、退院後の二次骨折の発生頻度とそのリスク因子を検討

することである。我が国の先行研究によると、65 歳以上で

大腿骨近位部骨折を発症した女性患者のうち 1 年以内に二

次骨折を発症した患者は 6.5%と報告されており、二次骨

折の予防を目的とした介入が推奨されている。 

 本研究の成果は、大腿骨近位部骨折後の二次骨折予防に

必要な知見と、二次骨折リスクの高い患者の抽出に必要な

知見に資する事が期待される。また、世界に先駆けて超高

齢社会を迎える日本において高齢者の QOL 改善に繋がる

データを発信することは極めて重要である。 

研究の対象 2015 年 4 月～2020 年 3 月に当院で大腿骨近位部骨折の治

療またはリハビリテーション目的で入院となった患者。 

問い合わせ先 電話番号 048-295-1000（代表） 

東川口病院 薬剤科 葛西 雄斗 

 


